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？ そのあらましをのべてみることにする。 そのあらましをのべてみることにする。 

津軽を統一した津軽藩祖為信公に対し、豊臣秀吉は

青森市を含めた津軽四郡を与えたが、当時は蝦夷地と

して中央からかえりみられず、検地もされない辺ぴな

地方であつた。石高も明らかでなかつたので、秀吉は

文禄元年に前田利家等を検地使として派遣し、津軽一

円を踏査したが、その頃は藤崎、妙堂崎以北は花々た

る萱原で未開の地でしかなかつたということである。 

そのときの調べでは津軽中の村の数がわずかに 133 
カ村、そのうち現在の五所川原市内に含まれるのは高

野、原子、神山、金山の 4 カ村だけで、円の沢、飯積

が洩れている。 これは、水田のない畑ばかりの村を除

いたからではないだろうかと考えられる。 

これらの村々はいずれも中山山脈の麓に位置してお

り、現在の地名とくらべてみると、ほんの一部分にす

ぎないことがわかる。その頃の五所川原の大部分は低

い湿地帯で鴨や鷺の巣喰う草原地帯であつたのだろう 

‘ 大に記念式典がおこなわれましたが、まことにおめで

く たいかぎりである。 

5 ところで、わが五所川原は一体いつ頃できた村なの

ン であろうか。その草創の頃をふりかえり、昔を偲ぶこ 

I ともまた一興であろうと思い、古い文献をひもとき、 

（ 五所川原が市制を施行してから、早いものでもう十 五所川原が市制を施行してから、早いものでもう十 

, 年になる。 さる 8 月 3 日、時期を 1 カ月くりあげて盛 年になる。 さる 8 月 3 日、時期を 1 カ月くりあげて盛 

五所川原 の草創 ① 

三
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昭和 39 年 10 月 5 日 
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磐塗 	ち 

津 軽 考 古 学 会 
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「舞 
☆りますにので、一般予約

分譲受付は、n月中旬以降

になる予定です0 

宅地債券の発行方法および

一般予約分譲受付の期日が

決定するとご連絡します。 

さきに『まつしま住宅団

地』分譲希望調査をした際

予約分譲受付を 9 月下旬に

行なうとご連絡しましたが

この団地に関連する宅地債

券の発行がn月上旬にな☆ 

まつしま住宅団地 

予約分壌地受付期日の変更曹 

定
 
例
 
市
 
議
 

会
 

補
正

予
算
を

審
議
 

五
所
川
原
市
の
第
五
回
定
例
市
議
会
は
、
九
月
ニ
十
一
日
招
集

さ
れ
、
会
期
を
二
十
五
日
ま
で
の
五
日
間
と
し
、
市
長
の
提
案
理

由
に
は
じ
ま
ケ
、
昭
和
三
十
九
年
度

一
般
会
計
お
ょ
び
特
別
会
計

補
正
予
算
、
教
育
委
員
の
任
命
な
ど
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。
 

コ． ヌ、 

こ
の
議
会
で
決
つ
た
お
も
な

も
の
は
つ
ぎ
の
と
お
り
 

A
昭
和
三
十
九
年
度

一
般
会

計
補
正
予
算
…
長
橋
児
童
館
建

設
費
二
四
〇
万
円
、
道
路
橋
梁

維
持
費

一
五
〇
万
円
、
県
道
舗

装
負
担
金
一
一
五
万
円
、
公
営

住
宅
建
設
費
の
追
加
分
二
三
六

万
七
千
円
、
防
火
水
槽
四
基
の

建
設
費

一
四
〇
万
円
、
北
斗
運

動
広
場
建
設
費

一
三
五
万
円
を

含
む
教
育
費
に
三
〇
九
万
九
千

円
、
七
月
豪
雨
の
災
害
復
旧
費

三
三
七
万
七
千
円
な
ど
二
七
六

七
万
六
千
円
を
追
加
し
、
総
額

七
億
ニ
二
七
七
万
二
千
円
と
し

た
。
 

A
都
市
計
画
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算

…
四
九
三
万
八
千
円

を
減
額
し
、
総
額

一
三
五
六
万

二
千
円
と
し
た
。
 

A
市
立
西
北
中
央
病
院
事
業

会
計
補
正
予
算

…
総
額
を
収
益

的
収
入
二
億
八
六
六
四
万
六
千
 

円
、
同
支
出
二
億
八
〇
九
五
万

一
千
円
、
資
本
的
収
入

一
億
六
 

九
六
九
万
九
千
円
、
同
支
出

一

億
九
ニ
二
五
万
三
千
円
と
し
た
 

教

育
委
員
に
 

秋
田

・
前
田
氏
 

九
月
三
十
日
で
任
期
満
了
と

な
つ
た
教
育
委
員
会
委
員
に
、
 

今
回
の
定
例
市
議
会
で
、
秋
田

修
次
氏
，
前
田
正
氏
が
選
任
さ

れ
た
。
 

秋
田
氏
は
、
市
内
大
字
川
山

出
身
、
明
治
三
十
六
年
七
月
十

六
日
生
ま
れ
、
大
正
十
二
年
県

立
青
森
師
範
学
校
卒
業
後
、
教

員
生
活
を
お
く
り
、
昭
和
三
十

六
年
中
川
中
学
校
長
を
最
後
に

退
職
し
、
中
川
公
民
館
長
と
し

て
、
社
会
教
育
活
動
に
活
躍
さ

れ
て
い
る
。
 

前
田
氏
は
、
市
内
大
字
梅
田

出
身
、
明
治
四
十
二
年
十
一
月

十
九
日
生
ま
れ
、
県
立
青
森
師

範
学
校
卒
業
後
、
教
員
生
活
を

お
く
り
、
七
和
国
民
学
校
長
を

最
後
に
教
員
生
活
を
去
り
、
農

業
に
従
事
し
、
昭
和
三
十

一
年

の
梅
田
、
中
泉
の
分
村
合
併
に

功
績
を
つ
く
さ
れ
、
梅
沢
支
所

長
を
つ
と
め
た
方
。
 

三
歳
児

の
検
診
 

三
才
児
は
、
か
ら
だ
の
発
育

お
よ
び
、
精
神
発
達
の
面
か
ら

も
つ
と
も
重
要
な
と
き
に
あ
り

ま
す
。
 医
師
、
歯
科
医
に
よ
つ

て
総
合
的
健
康
診
査
を
お
こ
な

い
、
健
全
な
指
導
も
い
た
し
ま

す
の
で
必
ず
う
け
て
く
だ
さ
い

◇
対
象
者
…
昭
和
3
5年
4
月
ー
 

日
か
ら
昭
和
3
6年
3
月
3
1日

ま
で
に
生
ま
れ
た
赤
ち
や
ん

◇
日
時
と
場
所
 

五
所
川
原
、
小
曲
地
区

（
西北

中
央
病
院
講
堂
）
1
0月
1
2日
 

ー
時
1
3
時
 

長
橋
地
区

（
長
橋支
所
）
1
0月
 
 

1
3日
1
0時
3
0分
ー
1
2時
 

三
好
地
区

（
三好
診
療
所
）
 1
0
 

月
1
4日
ー
時
1
3
時
 

七
和
地
区

（
羽
野
木
沢
小
）
 1
0
 

月
巧
日
ー
時
1
3
時
 

飯
詰
地
区

（
飯詰
支
所
）
1
0月
 

1
6日

ー
時
1
3
時
 

毘
沙
門
、
長
富
地
区

（
毘沙
門
 

小
）
1
0月
1
9日
ー
時
1
2
時

栄
地
区
 
（
栄支
所
）
 1
0月
2
0日
 

ー
時
1
3
時
 

松
島
地
区

（
松
島
支
所
）
1
0月
 

2
1日
ー
時
1
3
時
 

中
川
地
区

（中
川
支
所
）
1
0月
 

2
2日
ー
時
1
3
時
 

梅
沢
地
区

（
梅沢
支
所
）
1
0月
 

2
3日
ー
時
1
3
時
 

① 	 （昭和33年9月1日第3種郵便物認可） 	市 	政 
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十
月
一
日

か
ら
、
公
職

選
挙
法
の

一

部
改
正
に
よ

つ
て
、
新
し

い
有
権
者
や

住
所
を
移
し
 

名
 

の
 
た

方
等
は
、
 

選
挙
の
あ
る

な
し
に
か
か
 

挙
 
金
 

わ
ら
ず
、
い
 

m庄
へ
一
 
文
乙
 
つ
で
も
補
充

一、
．」
 
‘
．
 

選
挙
人
名
簿

コ
ノ
 

の
登
録
の
申

レ
件
 

出
を
す
る
こ
 

と
が
で
き
る
 

よ
う
に
な
り
 

ー
 
ま
し

た
。
 

補
充
選
挙
人
名
簿
の
登
録
の

申
出
お
よ
び
申
請
は
、
本
人
に

か
ぎ
り
で
き
る
よ
う
に
新

ら

れ
ま
し
た
か
ら
、
今
ま
で
の
よ

う
に
第
三
者
が
申
請
で
き
ま
せ

ん
。
 し
か
し
、
申
出
す
る
方
の

事
情
を
も
つ
と
も
く
わ
し
く
知

つ
て
い
る
同
居
の
親
族
、
世
帯

を
管
理
す
る
方
は
か
わ
つ
て
申

請
で
き
ま
す
が
、
そ
の
と
き
は
 

家
庭
で
、
病
院
で

医
師
が
最
適
切
と
 

考
え
て
治
療
し
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
不
幸
の
転
帰
を
と

る
人
は
ま
こ
と
に
気
の
毒
で

あ
り
ぐ
ま
た
現
代
医
学
の
不

完
全
さ
を
心
残
り
に
思
い
ま

す
。
 

一
体
ど
の
メ
う
な
病
変
の

た
め
に
死
亡
さ
れ
た
か
、
医

師
が
適
切
と
考
え
て
お
こ
な

つ
た
治
療
が
果
し
て
ど
の
程

度
の
効
果
を
あ
げ
て
い
た
か

医
師
の
予
期
し
な
か
つ
た
病

変
が
伏
在
し
て
い
な
か
つ
た

か
を
知
ら
し
て
戴
く
た
め
に

解
剖
を
お
願
い
し
た
い
の
で

す
。
 

医
師
が
向
上
す
る
た
め
に

は
自
ら
手
で
触
れ
た
り
、
レ
 
 

申
山
に
つ
い
て
理
由
が
あ
る
こ

と
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
u
 

そ
の
他
、
住
民
票
の
な
い
方

に
つ
い
て
は
、
転
出
証
明
書
、
 

市
町
村
長
の
住
所
移
転
の
証
明

書
、
戸
籍
の
謄
抄
本
、
ま
た
は

附
票
、
新
聞
、
電
気
、
ガ
ス
、
 

水
道
の
料
金
領
収
書
、
郵
便
物

の
宛
名
、
住
宅
の
家
賃
領
収
書

等
、
必
要
な
資
料
を
申
請
書
に

添
え
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
 

く
わ
し
く
は
、
選
挙
管
理
委

員
会
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
 

秋
の
火

災
予
防
 

秋
の
火
災
予
防
運
動
が
十
月

十
日
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。
 

こ
の
運
動
は
、
火
災
予
防
思

想
の
普
及
向
上
に
よ
る
出
火
の

防
止
と
、
避
難
管
理
体
制
の
確

立
、
早
期
通
報
と
初
期
消
火
に

よ
り
市
民
の
生
命
、
財
産
を
火

災
か
ら
守
る
こ
と
を
目
的
に
十

一
月
三
十
日
ま
で
行
な
い
ま
す
 

ソ
ト
ゲ
ン
に
撮
つ
た
り
し
た

病
気
が
本
当
は
ど
う
い
う
姿

で
あ
つ
た
か
を
直
接
、
眼
で

み
る
こ
と
が
絶
対
に
必
要
で

す
。
 

天
下
に
名
医
と
い
わ
れ
た

人
々
は
、
す
べ
て
こ
の
段
階

を
一
歩
一
歩
進
ん
で
き
た
方

達
で
す
。
病
理
解
剖
は
、
後

に
く
る
病
者
の
た
め
の
灯
台

で
あ
り
、
医
学
の
進
歩
の
基

礎
で
す
。
 

ソ
連
で
は
、
ほ
ぼ

一
〇
〇

％
の
解
剖
を
し
て
い
る
と
い

わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
み
な

さ
ん
が
よ
り

一
層
医
学
を
信

頼
し
、
ま
た
、
少
し
で
も
完

全
医
学
に
近
づ
く
た
め
に
も

病
理
解
剖
を
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
。
 

什
 
福
 
祉
年
金
 

廿
 

未

請

求
者
 

は
 
満
 

福
祉
年
金
に
は
、
老
令
・
障
 

害

・
母
子
・
準
母
子
の
年
金
が
 

あ
り
ま
チ
も
 

こ
の
制
度
が
施
行
さ
れ
た
か
 

は
昭
和
三
十
四
年
十
一
月
で
す
 

か
ら
今
年
十

一
月
で
満
五
年
に
 

な
り
ま
す
。
 

昭
和
三
十
四
年
十

一
月
現
在
 

で
、
請
求
権
が
あ
る
の
に
請
求
 

し
て
い
な
い
方
は
時
効
と
な
り
 

せ
つ
か
く
の
権
利
を
失
う
こ
と
 

に
な
り
ま
す
か
ら
、
つ
ぎ
の
こ
 

運

動
 

指
導
な
ど
 

期
間
中
は
、
学
校
、
病
院
、
 

旅
館
、
 一
般
家
庭
の
防
火
診
断

を
行
な
い
、
防
火
設
備
の
点
検

設
備

u
消
火
器
の
取
扱
な
ど
を

指
導
す
る
。
 ま
た
、
消
防
避
難

訓
練
の
指
導
を
行
な
う
。
 

毎
年
ク
赤
い
羽
根
共
同
募
金
ク

に
つ
い
て
は
、
市
民
の
み
な
さ

ま
の
ご
協
力
に
よ
り
好
成
績
を

お
さ
め
て
お
り
ま
す
c
厚
く
お

礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
 

こ
と
し
も
十
月
一
日
か
ら
赤

い
羽
根
共
同
募
金
が
、
全
国
一

斉
に
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
ま
す

の
で
、
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

こ
と
し
の
当
市
の
目
標
額
は

七
三
万
二
九
〇
〇
円
で
、
こ
の

打
合
せ
は
こ
の
ほ
ど
お
こ
な
わ

れ
、
各
町
内
、
各
地
区
の
目
標

額
が
つ
ぎ
の
と
お
り
き
ま
り
ま

し
た
。
 

平
和
町

一
一
六
、
「
百
〇
円
、
栄

町
 
七
、六
〇
〇
円
、
田
町
一
八

一
O
〇
円
、
元
町
一

一
一
、
二
〇

〇
円
、
新
町

一
二
八
〇
〇
円
 

鎌
谷
町
一
〇
、
四
〇
〇
円
、
田

園
調
布
一
一
、四
〇
〇
円
、
成
田
 

町
 
三
、〇
〇
〇
円
、
柳
町
七
、
 

四
〇
〇
円
、
寺
町
・
岩
木
町
・
一

九
、
六
〇
〇
円
、
弥
生
町
・
布
屋

町

一
二
、〇
〇
〇
円
、
旭
町
一
 

'
 

五
 
年
 
で
 時

効
 

と
に
留
意
し
て
市
役
所
保
険
課

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
 

⑨

受
給
資
格
 

老
令
福
祉
年
金
…
満
七
十
才

以
上
の
方
 

障
害
福
祉
年
金
…

一
級
に
該

当
す
る
重
度
の
身
体
障
害
者

母
子
福
祉
年
金
…
夫
と
死
別

し
義
務
教
育
終
了
前
の
子
と
】
 

緒
に
い
る
妻
 

準
母
子
福
祉
年
金
…
夫
、
ま

た
は
、
父
と
死
別
し
て
、
義
務

教
育
終
了
前
の
子
と
一
緒
に
い

る
祖
母
ま
た
は
姉
 

⑥

支
給
制

限
 

①
 
本
人
、
配
偶
者
、
扶
養
義

務
者
の
前
年
の
所
得
額
が
法

令
で
定
め
ら
れ
て
い
る
以
上

に
あ
る
場
合
は
制
限
さ
れ
る

②
 
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金

そ
の
他
の
公
的
年
金
を
受
給

し
て
い
る
場
合
制
限
さ
れ
る
 

七
〇
〇
円
、
敷
島
町
一
四

八
〇
〇
円
、
上
平
井
町
九
、

一

〇
〇
円
、
柏
原
町
九
、
二
〇
〇

円
、
幾
島
町
ー
ハ
、〇
〇
〇
円
、
 

錦
町
 
二
二
五
〇
〇
円
、
東
雲

町
 
三
、七
〇
〇
円
、
新
宮
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